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牛 乳 の 成 分 で あi, 無脂万乳 固 形 分(  以 下S     H    S     )  i>よIS 乳'脂'肪 分'等'iま 、 乳 等y省 令K よ

一 定'の 規 格'が 定 め ら 江てIP  .る 。 牛 乳 中 のS     N    ？ お よ び% 脂 肪:は 、 乳 牛 の 個 体･、 環境 因

飼 料 条 件'尨 どE 二i   6 変 動 し 、 特'にs    M   s 中Iの 乳 糖 は 、 ミネ ラ ルヘの 消 化 、 吸収-おしi ぴー ピ

ン の 合成 等官 係 る 必 須の 栄 養 素で あ る 。 また 、 牛 乳'脂 肪 のト リ グ リ セ リ　にId 、、栄 養 学

性を 考 え る う え で、 そ の 構'成 脂'肪 酸'を 、 検一索｀す る こ と も　 重 要 で あ る 。 従一つ て 、一本y実

で は 、 生%  と 市'販 乳 の季 節 的K  i- け る 乳糖is    £   び 脂 肪'含 量･・ 構 成 脂 肪 酸 を.検奢 し･k.  .の で

告 す る ．　　方'法:　 牛 乳 は 平'均 的酪'農 家■ 5 戸 の 生 乳 を 比･較･対･照'と し.て 、 同 時 期にこ市 販'さ れ

５ 検 体lの 牛 乳 を 供 試 料 と し.だ ．．乳 脂 肪if  よ びS     N  ` F の 測 定it  -.乳.業 協･一会 よ り 設.定'さ れ.た

法 に'1    り、 乳'糖 は 、 ク　ローy　ミ　ン Ｔ法 を 用 い た.．　牛一乳‘脂 肪 は 、？OLOH 法 よi> 抽 出‘し.、 常 法

Ｋ 従 い 、T     I.　０ で'ト　リ　ダ'J  -fe　リ　ドIC 分画 し 、 塩 酸 メ ターノ-  －ル 法K: よ り 、 エ：ス テー･ル ー化 を行 い

ガ ス ク・ロ■マ　ト グ ラフイーで‘脂 肪 酸 を 測 定 レた ．

結 果:　夏 冬･にif け る､各 検 体 の` 成 分 組 成 を=検 討 し た 結果． 生%   ii   I   びA 検 体■c 乳万糖 含ヽ 糧 は 、

冬E 高'い 値'を 示 し た が 、 １ 検 体 で は 、I異 万 る 変 動 を．示し.た.．(  Eく0.05 )．` 生 乳 の 乳I.脂'肪‘含 料

は 、 冬 に‘高 い 値 を示Iし､た が 、 ５検 体 で'は 、生 乳 ほ:ど の著'し.い 変ご動-は･認 め ら れfi.  )5vつ だ.． 特

ひこ ３ 検 体lで'は 、 夏 冬 の 変動･は み ら れ 万.か･つ た．(P ＞0.05) ．　トーリ　グ リーセーリ　ドの 脂'肪 酸 組 成a

生 乳 に'お い て 冬‘季叉C|6:0  が 増'加 し 、 夏 季`しに:お い て･滅 少 の 傾･向･が みb れ 、 ４ 検･体jで"は 同･様4

変 一動 様 子 を 示'し た ． し. が し,     ｜ 検.=体-で は 夏 の 脂 肪SI:組 成 が 、 冬 にし類 似Jし た.傾 向 を゙ 示lし.た←．

A 41 高 速 液体 ク ロ マト グ ラフ ィ-  K: よSB,, 誘 導 体 の 分 離 と 定 量

福 山 市 立女 子 短 大　 〇 三 谷 璋 子

広 島 大 教 育　 佐 藤 一 精

目 的　 我 々 は, 鶏 卵 申 の ビ タ ミ ン^12 の 形 態 が, ろ 紙 な ら び に セ ルロ ― ス ア セ デ ート 膜K

よ’る 電 気 泳 動 やPPC に お け る 挙 動 か ら, 主 とし て ア デ ノ シ ルB,2>　シ ア ノB,2゛ ス ルフ ィ　トB,2

で あ る と 推 定し て きre  ifi >  B口の 形 態 を 確 定 す る た め に は・
ご
よ り 確 実な 同 定 法 の 開 発･が 望 ま

れ た
 
そ こ で ， 高 速 液 体 クロ マ ト グ ラ フ･f    ー とE.aoli 225  を 阻 い る 微 生 物 学 的 定 量 法 を 組 み

合 わ せて ，B,2 誘 導 体 の 分 離 と 定 量 を 試 み ，迅 速 で 精 度 の 高 い 方 法 の 確 立 を 目 的 とし て 検 討

し た ○　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
・

方 法　 装 置 とし て は ， ミ クロ 高 速 液 体 ク ロ マ小 グ ラ フ （ 日 本 分 光 製,    FAMIL工c-ioo-n  型)

を ， 検 出.器 はuv 工DEC-100-ｴE 型 紫 外 分 光 検 出･器 を 用 い た ． ク ロ マ ト グ ラ フ 条 件 は ， カ ラ ム 充

て ん 剤 とし てSC-01 （ 日 本 分 光 製 ）,   * ラ ム は0.5　 χ128 mm テ フ ロ ン カ ラ ムを 用 い. 移 動 相

とし て は0.05 N 酢 酸.緩 衝 液 中 の メ タ ノ ー ル の 比率 を10 % よ り, ス テ ッ プ･ワ イ ズ法 で 順 次 あ

げ ９ 最 終 的(C  97   % ま で 上 げ た も の を 用 い た ．i5i6量 は8   ul/min. 一試ig(- μ1  pi 注 入 し ， 感 度0.04

で,     260 nm に お け る 吸 収 を 測定 し た ． ま た,    100  )ilず つ 分 取し た も の に つ い て は,     E.゚ ゜li

215   を 用 い る 微生 物 学 的 定 量 を 実 施し て'    ^12活 性 位 置 を 検 出し1c  ．　　　　　　　 ／

結 果　 ミ クロ 高 速 液 体 ク ロ マト グ ラ フ ィ ー によ っ て ，ビ.タ ミ ンBi2 誘 導 体 は 迅 速 に 分 離 が

司 能 で あ り ， メ タ ノ ー ル ー 酢酸 緩 衝 液 系 の 移 動 相 に*3   い て ， 順 次 メ タ ノ- ル の濃 度 を 上 げ

て い く と ’ヒ ド ロ キ ソBi2 ’ ス ルフ ィ ドBi2 ゙  シ ア ノB,2 ’ ア デ ノ シ ルE,2>　メ チ ルB,2の 順 に 溶 出

さ れ た.B,2 活 性 位 置.を 微 生 物 学 的.定 量 法 と 組 み 合 わ せ て 検 討 す る こ と に よ り,      さ ら に 精 度

が 高い も の と な っ た
 


